
松崎中学校ゲンジボタル保護ボランティア

●活動の概要

●団体名・クループ名

●活動の場所 ●活動したこどもの人数

●活動したこどもの学年

2004

優秀賞

静岡県賀茂郡松崎町市
那賀川とその周辺

35人

中1～3年

台風の被害を受けたゲンジボタルの生息地を救おうと平成11年生徒有志による松崎中学校ゲンジ

ボタル保護ボランティアが発足しました。

ゲンジボタルを保護する具体的な手だてとして、カワニナの放流や生息地付近の棚田跡にホタル

水路を作ったり、沢整備などをしていきました。また、カワニナを養殖するためにワサビ田作り

も試みました。現在はワサビに変わり、クレソンやセリが植えてありますが、そこから水路をの

ばし、ゲンジボタルの生息する用水路につなげていき、広範囲にわたり、ゲンジボタルが飛び交

うことができるようにしていきました。

http://www.izu.biz/matsuzaki/

�◆審査委員の評価ポイント

台風の被害現場を、生徒の手で復元し、数百メートルにわたるホタル水路、荒れ地の復元、カワニナ
用の田んぼまで造った例は国内にはない。
野外でこのような規模のホタルのためのビオトープを復元したことを高く評価したい。
特に、以下の点は審査委員から個別の評価を受けている。
・台風被害及び荒廃地の復元を通じた自然再生活動
・中学生の自主性、自発性にもとづく活動
・ホタル水路づくりや地域の方々とのかかわりから学びへとつなげる展開










